
 

 

 

 

 梅屋学区は、北は丸太町
ま る た ま ち

通、南は二条
に じ ょ う

通、東は室町
む ろ ま ち

通、西は堀川
ほ り かわ

通に囲まれた地域

で、北は上京区に隣接しており、東西はほぼ中京区の真ん中に位置しています。  

 豊臣秀吉が愛でた梅屋敷
う め や し き

の跡地に小学校が建てられたため「梅屋 」と呼ばれるように

なったそうです。  

 西側に徳川家康が築いた二条城
にじょうじょう

があったことから、江戸時代には幕府の重臣の屋敷

が建てられたほか、革や刃物製品などの職人が住んでいました。  

 現在は平成 17(2005)年に元梅屋小学校跡地に開場した梅屋広場を中心に体育祭

や夏まつりが行われています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              梅屋広場 (元梅屋小学校跡) 

 

 

 

 

 

学区の文化や歴史的建造物など「高陽院跡
かやのいんあと

」 

 

 この場所は、平等院鳳凰堂
びょうどういんほうおうどう

の建立で有名な摂関・藤原頼通
ふじわらのよりみち

が平安時代中頃に造営した邸宅である

高陽院跡です。その敷地は 250m四方もある大きなものでした。 

寝殿造りで四方を池に囲まれた豪華けんらんなものでした。 

頼通が平等院に引退した後は、後冷泉天皇
ごれいぜいてんのう

以後 5 代の天皇が個々に居住し、「累代
るいだい

の皇居」と呼ば

れました。鳥羽
と ば

上皇
じょうこう

の皇后藤原泰子
ふじわらのやすこ

に「高陽院」の女院号
にょいんごう

が与えられたのも、ここに居住していたこと

に由来します。 

 

 

 

 

 

 

 

中京区の学区の紹介 

梅屋
う め や

学区 



 

 

 

梅屋自治連合会は学区内にある３０の自治会・町内会と、２０の各種団体が協働し、地域の活性化と

安心安全、問題解決に取り組む、地域住民による組織です。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソフトバレーボール大会   ラジオ体操         夏まつり          防災訓練 

 

 

 

 

 

区民運動会                       クリスマス会        餅つき大会 

※例年実施していました主な行事ですが、新型コロナ感染症予防対策として、開催を自粛する場合もあります 

 

■発行 中京区役所 地域力推進室 まちづくり推進担当  京都市は、地域コミュニティを推進しています 

梅屋自治連合会 
自治会・町内会に加入しましょう 


